
大
谷
寺
「
蓮
糸
受
陀
羅
の
図
」

(
泰
澄
大
師
本
尊
感
得
の
図
)
に
つ
い
て
の
研
究

佐
々
木

英

一
、
大
谷
寺
の
伝
承

天
平
期
に
蓮
糸
で
織
ら
れ
た
蓮
布
に
描
か
れ
た
泰

澄
大
師
十
一
面
観
音
感
得
の
図
で
あ
る
。
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佐
々
木

4 5の3

ニ
、
文
化
財
集
中
地
区
特
別
総
合
調
査
報
告
第
叩
集

「
白
山
を
中
心
と
す
る
文
化
財
(
福
井
県
)
』

(
文
化
庁
)
に
お
け
る
真
保
亨
調
査
官
の
見
解

揚
柳
観
音
像
(
麻
布
着
色
、
縦
一
四
八
叩
、
横
一

五
七
叩
)
の
大
幅
は
珍
し
い
麻
地
に
太
い
衣
文
線
、

赤
や
白
の
絵
の
具
で
淡
彩
、
異
色
に
富
む
画
風
は
、

お
そ
ら
く
朝
鮮
李
朝
頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

=
一
、
本
図
の
概
要

本
図
は
、
一
見
す
る
と
真
っ
赤
な
太
陽
を
背
景
に

置
い
た
大
日
如
来
坐
像
に
み
え
る
が
、
よ
く
調
べ
て

み
る
と
手
は
外
縛
の
形
で
左
膝
を
抱
え
て
お
り
、
法

界
定
印
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
如
来
像
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
本
図
は
、
本
尊
を
中
心
に
左
に
水
瓶
、

右
に
竹
、
左
下
に
童
子
と
画
面
構
成
が
な
さ
れ
て
お

り
、
議
日
財
童
子
が
観
音
菩
薩
に
対
面
す
る
場
面
を
描

い
た
高
一
鹿
・
李
朝
の
水
月
観
音
菩
薩
図
と
基
本
的
に

は
同
類
の
仏
画
と
言
え
る
。
こ
の
仏
画
は
縦
一
四
八

m
・
横
一
五
七
仰
の
大
幅
で
、
こ
の
種
の
仏
画
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
管
見
す
る
限
り
に
お
い
て
は
佐
賀

県
唐
津
市
の
鏡
神
社
と
京
都
市
大
徳
寺
の
水
月
観
音

図
に
次
い
で
、
全
国
で
三
番
目
に
大
き
い
も
の
で
あ

ヲ

G
。

ム口、V4
・

大
谷
寺
「
蓮
糸
蔓
陀
羅
の
図
L

(

泰
澄
大
師
本
尊
感
得
の
図
)
に
つ
い
て
の
研
究

本
尊
は
、
朱
衣
の
化
仏
を
一
一
体
正
面
に
付
け
、
朱

色
の
花
や
冠
帯
で
飾
ら
れ
た
宝
冠
を
頂
き
、
左
膝
を

両
手
で
抱
き
、
正
面
を
向
い
て
岩
上
に
坐
す
上
半
身

が
如
来
形
の
珍
し
い
水
月
観
音
菩
薩
で
あ
る
。
顔
は
、

無
表
情
で
硬
く
、
瞳
の
位
置
は
如
来
の
目
の
よ
う
で

あ
る
。
長
く
て
細
い
目
許
、
非
常
に
小
き
な
口
な
ど

は
高
麗
仏
画
の
特
長
を
示
し
て
い
る
。
耳
に
は
巻
毛
、

耳
唱
が
み
ら
れ
る
。

髪
は
両
肩
か
ら
管
ま
で
ほ
ぼ
左
右
対
象
に
垂
れ
、

墨
に
よ
る
太
い
四
本
の
線
で
形
式
的
に
描
か
れ
て
い

る
。
右
手
に
は
腕
釧
が
み
ら
れ
る
。
冠
や
胸
を
飾
る

理
由
唱
は
、
胸
か
ら
腹
部
、
膝
、
岩
上
へ
と
垂
れ
て
い

ヲ

hv
。着
衣
は
、
禍
衣
を
右
肩
先
を
覆
う
偏
祖
右
肩
に
ま

と
い
、
右
腕
に
は
覆
一
肩
衣
と
い
う
衣
を
覆
っ
て
い
る
。

ま
た
、
禍
衣
の
内
側
腹
部
に
は
僧
祇
支
と
そ
れ
を
締

め
る
結
紐
が
み
え
る
。
着
衣
は
高
麗
仏
画
に
見
ら
れ

る
服
制
そ
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
僧
祇
支
と
そ
れ
を

縛
る
結
紐
は
、
日
本
の
仏
画
で
は
一
般
的
に
見
ら
れ

な
い
も
の
で
あ
る
。
衣
の
色
は
赤
や
白
、
緑
な
ど
淡

彩
で
、
高
麗
仏
国
の
特
色
で
あ
る
金
彩
の
円
文
や
華

麗
な
様
々
な
文
様
は
見
ら
れ
な
い
。

観
音
が
坐
す
岩
座
な
ど
の
描
写
と
し
て
、
高
麗
・

李
朝
初
期
に
多
く
見
ら
れ
た
敏
法
の
技
法
は
用
い
ら
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本
図
で
は
、
画
面
上
方
ま
で
波
濡
が
措
か
れ
、
そ

の
水
平
線
は
頭
光
の
中
ほ
ど
迄
に
達
す
る
。
手
前
か

ら
大
中
小
の
波
で
描
か
れ
た
延
々
と
広
が
る
大
海
原

の
波
濡
表
現
は
視
線
を
奥
へ
と
導
く
。
こ
の
種
の
波

濡
を
表
し
た
作
例
と
し
て
は
、
大
和
文
華
館
の
「
水

月
観
音
図
」
が
あ
る
。
中
国
宋
代
の
絵
画
手
法
を
用

い
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
左
側
、
水
平
線
上
に
真
っ

赤
な
太
陽
が
今
に
も
沈
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
、
或
い
は
昇
り
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
大
き

く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
観
音
図
に
太
陽
が
描

か
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
管
見
で
は
例

が
な
く
非
常
に
珍
し
い
。
禍
衣
の
朱
色
と
比
べ
る
と

太
陽
の
赤
が
あ
ま
り
に
も
濃
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
い

は
後
補
の
補
色
の
際
、
何
ら
か
の
理
由
で
月
か
ら
太

陽
に
塗
り
変
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
想
像

の
域
を
出
な
い
。

左
側
下
辺
に
は
蓮
弁
に
乗
っ
た
善
財
童
子
が
、
風

を
受
け
な
が
ら
観
音
に
対
面
し
合
掌
し
て
い
る
姿
が

描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
観
音
と
童
子
の
視
線
は

あ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
事
は
、
多
く
の
水
月
観
音
図

が
左
右
い
ず
れ
か
を
向
き
、
善
財
童
子
と
向
き
合
っ

た
構
図
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
正
面
向
き
と
な

っ
て
視
線
を
合
わ
せ
て
い
な
い
本
図
は
、
山
口
県
の

れ
て
い
な
い
。
岩
座
の
左
側
に
は
、
水
瓶
と
そ
の
承

盤
で
あ
る
透
明
な
二
つ
の
ガ
ラ
ス
の
容
器
が
あ
り
、

そ
の
左
側
の
一
つ
に
水
瓶
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の

水
瓶
に
柳
枝
が
生
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
剥
落

が
ひ
ど
く
確
認
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
も
う
一
つ

の
容
器
に
柳
枝
が
置
か
れ
て
い
る
様
に
も
見
え
る
が
、

こ
ち
ら
も
今
一
つ
確
認
は
出
来
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
二
つ
の
ガ
ラ
ス
容
器
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

は
珍
し
い
。

右
側
に
は
、
斜
面
に
竹
と
街
が
各
々
三
本
づ
っ
描

か
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
珍
し
い
。
竹
は
、
真
っ
す
ぐ

に
上
方
に
伸
び
て
い
る
が
、
画
面
の
上
端
ま
で
は
描

か
れ
て
な
く
、
左
方
か
ら
右
方
に
広
が
る
瑞
雲
に
覆

わ
れ
て
い
る
様
に
描
か
れ
て
い
る
。
高
一
鹿
・
李
朝
の

仏
画
の
中
で
こ
の
様
な
描
写
の
例
は
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
見
て
い
な
い
。
大
和
絵
的
で
和
様
を
感
じ
さ
せ

る
部
分
で
あ
る
。
竹
の
左
横
の
岩
の
上
に
は
上
方
に

頭
を
上
げ
て
止
ま
っ
て
い
る

1
羽
の
鳥
が
描
か
れ
て

い
る
。
緑
青
の
色
が
羽
の
上
に
わ
ず
か
に
残
っ
て
い

句。。右
側
下
辺
の
画
面
の
部
分
は
、
不
鮮
明
で
よ
く
分

か
ら
な
い
が
、
或
い
は
岩
間
か
ら
流
れ
落
ち
る
泉
流

が
描
か
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

巧
山
寺
や
奈
良
市
の
大
和
文
華
館
の
水
月
観
音
図
と

同
様
数
少
な
い
事
例
に
属
す
る
と
い
え
る
。
蓬
弁
に

乗
っ
て
い
る
童
子
の
例
は
大
和
文
華
館
に
み
ら
れ
る

が
数
は
少
な
い
。

園
、
目
安
陀
羅
の
図
に
つ
い
て
の
考
証

①
蓮
糸
で
織
ら
れ
た
繊
維
で
あ
る
か
ど
う
か

仏
画
の
下
端
の
糊
し
ろ
部
分

(
0
・
一
二
叩
×

一
了
一
叩
)
を
許
可
を
得
て
取
り
、
蓮
糸
で
織
っ

た
繊
維
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
福
井
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
、
本
図
の
繊
維
と
蓮
の
繊

維
の
一

0
0
0倍
、
二

O
O
O倍
の
拡
大
写
真
を

撮
り
、
麻
、
綿
、
絹
な
ど
の
基
礎
デ

l
タ
と
の
比

較
検
査
を
試
み
た
。
但
し
蓮
糸
は
平
成
十
年
泰
澄

塾
で
南
条
町
の
蓮
(
備
中
種
)
か
ら
紡
い
だ
も
の

で
あ
る
。
本
図
の
繊
維
は
糊
し
ろ
の
部
分
か
ら
サ

ン
プ
ル
を
得
た
関
係
上
、
数
百
年
間
、
糊
が
繊
維

の
中
に
し
み
込
ん
で
お
り
容
易
に
は
糊
を
除
去
出

来
ず
分
析
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
な
条
件
の

も
と
で
『
〉
〉
吋
め
の
吋
切
の
出
Z
H
(
U
K
F
F

冨
krz

d
〉
円
、
〈
O
F
d
E
H
W
Z』
記
載
の
麻
、
綿
、
絹
等

に
関
す
る
基
礎
資
料
と
の
比
較
検
証
で
本
図
の
繊

維
は
、
綿
や
絹
と
は
基
本
的
な
違
い
が
認
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
本
図
の
繊
維
と
蓮
(
備
中
種
)
と
の
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間
に
も
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
サ
ン
プ

ル
の
不
鮮
明
き
か
ら
麻
か
、
蓮
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
明
確
な
結
論
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
よ
り
鮮
明
な
サ
ン
プ
ル
を
得
る
こ

と
と
、
多
種
の
蓮
と
の
比
較
検
査
並
ぴ
に
蓮
に
関

す
る
基
礎
デ
ー
タ
の
取
得
等
が
課
題
と
し
て
残
っ

た。②
本
図
を
「
水
月
観
音
図
」
と
称
し
た
ニ
と
に
つ

い
て
本
図
の
画
面
の
構
成
は
、
大
海
原
に
顕
現
す
る

普
陀
山
の
観
音
に
対
面
す
る
善
財
章
子
と
水
瓶
、

竹
な
ど
か
ら
成
り
、
水
月
観
音
固
と
し
て
の
基
本

的
要
素
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
高

麗
・
李
朝
の
仏
教
美
術
展
』
(
山
口
県
立
美
術
館
、

平
成
九
年
版
)
の

P
一
七
三
「
九
水
月
観
音

図
」
の
解
説
に
従
っ
て
水
月
観
音
図
と
称
し
た
。

③
制
作
年
代
は
い
つ
頃
か

制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
鑑
定
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
図
に
つ
い
て
は
少

な
く
と
も
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

判
細
長
い
目
許
、
小
さ
な
口
、
華
麗
な
喫
培
、

衣
装
な
ど
に
は
高
麗
仏
画
の
特
色
が
見
ら

れ
る
こ
と
。
ま
た
、
反
射
光
赤
外
線
写
真

佐
々
木

)
 

L
U
 
(
 

に
見
ら
れ
る
本
図
の
隅
々
に
ま
で
手
を
抜

か
ず
に
描
か
れ
た
下
絵
に
は
、
高
麗
仏
画

に
見
ら
れ
る
完
壁
を
め
ざ
す
朝
鮮
画
工
の

造
形
意
思
が
見
て
取
れ
る
こ
と
。

着
衣
は
、
高
麗
仏
画
に
見
ら
れ
る
服
制
そ

の
も
の
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
。

本
図
の
概
要
の
項
で
度
々
指
摘
し
た
よ
う

に
、
本
図
に
は
現
存
す
る
高
麗
仏
画
に
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
構
図
が
多
い
こ

〉」。

(c) (d) 

高
麗
仏
画
の
特
色
で
あ
る
透
明
な
ヴ
ェ
ー

ル
や
円
文
を
は
じ
め
、
様
々
な
華
麗
な
文

様
等
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
。
技
術
的
に
も

北
宋
に
由
来
す
る
級
法
の
技
法
が
み
ら
れ

な
い
こ
と
。

本
図
の
画
面
構
成
に
は
、
大
和
文
華
館

(
奈
良
市
)
や
豊
乗
寺
(
鳥
取
県
)
の
水

月
観
音
図
な
ど
に
み
ら
れ
る
波
議
、
蓮
弁

に
乗
る
章
子
、
左
膝
を
抱
く
姿
等
そ
の
影

響
と
思
わ
れ
る
構
図
が
随
所
に
み
ら
れ
る

こ
〉
}
。

従
っ
て
刷
、
刷
か
ら
は
本
図
の
観
音
は
、
高
麗

仏
画
の
特
徴
を
持
つ
観
音
図
と
言
え
る
が
、
刷
、

(e) 

大
谷
寺
「
蓮
糸
受
陀
羅
の
図
L

(

泰
澄
大
師
本
尊
感
得
の
図
)
に
つ
い
て
の
研
究

ωか
ら
は
、
本
図
が
高
麗
時
代
の
仏
画
で
は
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
川
円
か
ら
は
、

こ
の
制
作
者
が
日
本
人
で
は
な
く
、
朝
鮮
の
画
工

で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
本
図
の
制
作

年
代
は
、
ど
ん
な
に
遡
っ
て
も
日
世
紀
後
半
ま
で
。

恐
ら
く
は
李
朝
初
期
(
一
三
九
三
一
一
五
五

O
)

後
半
に
朝
鮮
の
画
工
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
で
、
場
合

に
よ
っ
て
は
日
本
で
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
更
に
、
例
か
ら
は
そ
の
制
作
に

あ
た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の
水
月
観
音
図
を
参
考

に
し
た
こ
と
が
窺
、
え
る
。

尚
、
こ
の
仏
画
が
大
谷
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
時

期
に
つ
い
て
は
、
伝
承
も
な
く
今
の
と
こ
ろ
は
分

か
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
は
、
江
戸
以
前
、
朝
倉
時

代
の
頃
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
大
谷
寺

に
所
蔵
さ
れ
て
か
ら
は
「
泰
澄
大
師
観
音
感
得
の

図
し
と
し
て
、
多
く
の
人
々
に
語
り
伝
え
ら
れ
大

き
な
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
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